
感染性胃腸炎流行時の 

平成２８年１１月作成：宮城県保健福祉部疾病・感染症対策室 

     おう吐物の処理方法 
 

 

 

＜具体的な手順＞                           

①嘔吐者の発生！！ 

・嘔吐者の看護をします（マスクを着用） 

・周囲の人は嘔吐した場所から離れるようにし、汚染

された所を次亜塩素酸ナトリウム溶液 0.1%で消毒

し（衣類、足の裏など）、手洗いをします。 

             

 

             

②処理の準備 

・処理をする人はセットを持参し、手袋、マスク、エプ

ロンを装着します。 

・必ず窓を開けて換気をし、汚染範囲には処理する人 

以外は近づかないようにしましょう。 

 

 

 

③嘔吐物を速やかに取り除く 

 ・ビニール袋（1枚目）の口を開けておきます。 

 ・ペーパータオルで半径 2ｍの範囲を外側から中央

に向けて一方向に集め、取り除きます。 

 

中央へ 中央へ 

 

 

④ビニール袋を密封する  0.1％次亜塩素酸ナトリウム溶液 

・拭き取った時に使用したペー 

パータオル、手袋を入れます。 

・次亜塩素酸ナトリウム溶液 

0.1％を入れ、染み込ませて 

から口を縛ります。 

 

⑤汚染された床を消毒する 

 ・手袋を付けて嘔吐物やしぶきが飛んでいる場所 

半径 2ｍ範囲を広くペーパータオルで覆います。 

 ・その上から次亜塩素酸ナトリウム溶液 0.1％を 

静かに注ぎ、10分置きます。 

 

 

 

⑥床の拭き取り 

 ・床を消毒したペーパータオルを取り除きます。 

 ・使い捨て布雑巾で水拭きします。 

 ・靴の裏を次亜塩素酸ナトリウム溶液 0.1％を染み込

ませた雑巾等で消毒します。 

⑦後片付け 

 ・④で密封したビニール袋、ペーパータオルや雑巾、

装着していたエプロン・手袋・マスクを汚染面に

触れないように脱ぎ、ビニール袋（2 枚目）に入

れて口を縛ります。 

 

 

⑧手洗い、健康観察 

 ・処理後は石けんで丁寧に手を洗います。 

 ・処理した人や周囲の人は、48時間は吐き気や下痢等

の体調不良に気をつけましょう。 

 

  

 

誰にでも 

できる！ 

【普段からセットしておきましょう！】 

処理専用バケツ、大きいビニール袋 2 枚、ペーパータオル 1 束、使い捨て手袋（2 組）、使い捨てマスク、使い捨て

エプロン、使い捨て布雑巾、次亜塩素酸ナトリウム溶液、ペットボトル 500ｍｌを２～３本（1000ml～1500ml分） 

【毎日の準備】 ＊希釈した溶液は、その日のうちに使い切ってください（トイレ掃除用に使う等） 

次亜塩素酸ナトリウム溶液を 0.1％に希釈しておく（500ｍｌペットボトルに水 500ｍｌ＋5％の原液キャップ 2杯） 

半径２ｍ 

以上 

後片付けも 

しっかりと！ 

参考・引用：石巻保健所感染症かわら版第５６号 

落ち着いて対応を！ 


